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こころひとつに

【大戸浜地区で開催された慰霊盆踊り大会】

－ この町を支える “ 思い ” －



昨年の釣師地区

　大戸浜地区の『東日本大震災慰霊盆踊

り大会』が８月 13 日、大戸緑地広場で行

われました。

　やぐらの周りには、灯ろうが並べられ、

参加者は震災の犠牲になった方々のご冥

福を祈りました。

　現在は、地区のみなさんの多くが、大

戸浜地区から離れた仮設住宅などで生活

していますが、伝統の盆踊りのために家

族を連れて大戸浜に集まりました。

守りたい

地域の絆
き ず な

と伝統



上　昨年の様子

左　今年の様子

　小川公園仮設住宅では、８月

13 日に盆の『迎え火』を、16 日

に『送り火』を行いました。

　釣師地区の方が多く入居する小

川公園仮設住宅。昨年は、釣師地

区の各戸の庭先で火を灯す光景が

見られました。

　今年は、場所が変わってしまい

ましたが、地域の絆によって伝統

の取り組みが受け継がれました。

守りたい

地域の絆
き ず な

と伝統
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昨年の迎え火（釣師地区）

今年の迎え火（小川公園仮設住宅）



福田夏祭り 2011地域の絆
きずな

を再確認　

「子どもたちを見守り

　　　　　　育てる地域」
震災以降、運動会や遠足など、子どもたち

が楽しみにしていた学校行事が中止を余

儀なくされました。そうしたなかで、保

護者のみなさんから夏祭りを開催したい

という声があり、とてもうれしく思いま

した。地域で子どもたちを見守り、育て

ていきたいという思いが強いからこそだ

と感じています。

福田小学校　校長　渡辺　博之　さん

　福田小学校 PTA と福田保育所保護者会による「福田夏祭り 2011」が７月

30 日、福田小学校と福田保育所を会場に開催されました。

　当日はあいにくの悪天候でしたが、尚英中生徒による「よさこいソーラン

演舞」や福田小学校児童による「鼓笛隊演奏」、福田保育所の子どもたちに

よる「マルモリ遊戯」、和太鼓プロ演奏グループのステージなど、さまざま

なイベントが祭りを盛り上げました。

　祭りの最後には、参加者全員で輪をつくり、盆踊りを行いました。
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ーこころひとつにー

「子どもの輪　大人の輪

　　地域の輪でひとつに」
震災の影響により、さまざまなイベント

が自粛されるなかで、子どもたちの笑顔

を取り戻したいと思いました。

やぐらを組んで、その周りを子ども、大人、

地域の人たちで輪になり、心をひとつに

して盆踊りをしたことが、町の復興への

足がかりになると信じています。

福田小学校 PTA

会長　丸田　和弘　さん（上真弓）

「生まれ育った町に

　　　　　　　恩返しを」
子どもたちの「笑顔」を取り戻したい、地

域の輪「絆」を深めたいという思いで、 

夏祭りに取り組みました。 この夏祭りを

通して、改めて福田地区独特の一体感と

底力を感じることができました。 

これからも生れ育った福田、新地町に恩

返しをしていきたいと思っています。 

福田小学校 PTA

副会長　佐藤　清志　さん（中里）
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「新地町の復興のために」
東日本大震災により、私たちの住む新地

町も大きな被害を受けました。

新地町商工会青年部も町のために何かで

きないかと思い、イベントを開催しまし

た。

これからも私たち新地町商工会青年部は、

町のためにがんばっていきます。

新地町商工会青年部

部長　佐藤　秀史　さん（中里）

「新地の未来に向けて」
久しぶりに子どもたちがはしゃぐ姿を見

ることができました。

震災で町の様子は変わってしまいました

が、子どもたちの笑顔は以前と変わらず、

ほっとしました。

子どもたちの未来のためにも、新地町の

復興をお手伝いしていきたいと思ってい

ます。

新地町商工会青年部

副部長　目黒　一雅　さん（小川）
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「若手の絆」
福田小 PTA、アイラブしんちサークル、

相馬共火㈱など、多くの若い人たちの協

力を得て、このイベントを達成すること

ができました。

部長の熱い思いに背中をおされて企画し

たこのイベントで見ることができた子ど

もたちの笑顔が、未来への新地の第一歩

だと信じています。

新地町商工会青年部

副部長　泉沢　武　さん（杉目）

ーこころひとつにー

なんだかんだ言ったってやるしかねぇべ祭
　新地町商工会青年部主催の「なんだかんだ言ったってやるしかねぇべ祭」が

８月６日、新地町総合公園で開催されました。

　震災の影響により「遊海しんち」が開催できないため、商工会青年部のみな

さんが、町を活気づけようと企画。尚英中学校の生徒による「よさこい演舞」

で祭の幕が開けました。カブトムシがプレゼントされた「ふれあいコーナー」

や「50 ｍ流しソーメン大会」「尚英中吹奏楽部の演奏」など、さまざまなイベ

ントが催されました。フィナーレには、大輪の花火が新地町の夜空を彩りました。

生まれ育った新地町のために
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私
は
福
島
が
好
き
。
海
が
好

き
。
そ
し
て
、
こ
の
新
地
町
が

ど
こ
よ
り
も
誰
よ
り
も
大
好

き
。

　

三
月
十
一
日
午
後
二
時

四
十
六
分
。
見
慣
れ
な
い
「
緊

急
地
震
速
報
」
と
い
う
字
幕
が

テ
レ
ビ
に
表
示
さ
れ
る
と
、
今

ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
長

く
大
き
な
揺
れ
が
私
た
ち
を
襲

い
ま
し
た
。

　

私
は
一
緒
に
い
た
友
人
と
共

に
戸
外
へ
避
難
し
ま
し
た
が
、

道
路
は
ま
る
で
生
き
て
い
る
か

の
よ
う
に
大
き
く
う
ね
り
、
地

の
底
か
ら
は
、
突
き
上
げ
る
よ

う
な
地
鳴
り
が
響
き
、
目
の
前

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
現
実
と

し
て
受
け
と
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
早
く
と
ま
っ
て
！
」
と
祈

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
私
は
、

そ
の
時
初
め
て
人
間
の
無
力
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
も
う
大

丈
夫
か
と
、
お
ぼ
つ
か
な
い
足

取
り
で
家
の
中
に
戻
る
と
、
今

度
は
突
然
サ
イ
レ
ン
が
何
度
も

鳴
り
続
き
、
そ
し
て
、「
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

海
岸
付
近
に
い
る
人
は
、
直
ち

に
高
台
へ
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
防

災
無
線
が
何
度
も
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
る
う
ち
に
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
方
の
焦
り
さ
え
伴
っ
て
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
も
な
く

し
て
海
岸
か
ら
離
れ
て
い
る
自

宅
か
ら
も
、
も
の
す
ご
い
勢
い

で
押
し
寄
せ
る
白
波
が
見
え
、

不
気
味
さ
と
恐
ろ
し
さ
に
身
を

震
わ
せ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
急

い
で
高
台
に
避
難
し
ま
し
た
。

そ
の
高
台
に
は
い
つ
も
笑
顔
で

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
町
民
の

方
が
大
勢
い
ま
し
た
が
、
そ
の

顔
か
ら
笑
み
は
消
え
、
皆
、
無

言
で
立
ち
つ
く
し
て
い
ま
し

た
。

　

住
み
慣
れ
た
大
好
き
な
新
地

の
町
並
み
が
、
大
好
き
な
釣
師

の
海
に
呑
み
こ
ま
れ
て
い
く
さ

ま
を
、
私
た
ち
は
声
を
出
す
こ

と
も
で
き
ず
、
た
だ
呆
然
と
立

ち
つ
く
し
見
て
い
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
大
津
波
で
、
町
の
多
く

の
家
屋
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
何
よ
り
大
切
な
町
民

の
皆
さ
ん
の
命
の
多
く
が
救
わ
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れ
た
の
は
、
防
災
無
線
が
あ
っ

た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。他
の
沿
岸
部
の
地
域
で
は
、

防
災
無
線
が
う
ま
く
機
能
せ

ず
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
地
域
も
あ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。今
回
の
震
災
は
、

千
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の

天
災
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
の
在
り
方

を
、
私
た
ち
が
後
世
に
伝
え
て

い
く
役
割
を
担
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
四
ヶ
月
た
っ
た

今
、
今
度
は
原
発
問
題
を
抱
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
放
射

能
の
影
響
は
大
規
模
で
、
収
束

の
め
ど
も
い
ま
だ
に
立
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
震
災
か
ら
今
日
ま

で
、
私
た
ち
家
族
は
、
こ
の
新

地
町
か
ら
一
度
も
避
難
し
て
い

ま
せ
ん
。
だ
ん
だ
ん
周
り
の
人

達
が
県
内
外
に
避
難
し
て
い

き
、
本
当
に
心
細
い
思
い
を
し

ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
避
難
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
よ
り

も
大
変
な
被
害
に
遭
っ
て
い
る

人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
よ
う
に

思
い
、
避
難
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。
私
た
ち
よ
り
、
も
っ
と
辛

い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
、
放

射
線
量
が
高
く
、
自
分
の
故
郷

に
帰
れ
な
い
で
い
る
人
達
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
人
達
も
き
っ

と
、
ま
た
故
郷
に
戻
れ
る
日
が

く
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
は
ず

で
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に

起
き
た
東
日
本
大
震
災
。
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の

恐
怖
と
悲
し
み
は
一
生
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
に
得
た
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
の
方
々
に
は
、
町
の

が
れ
き
撤
去
な
ど
、
地
元
の
人

た
ち
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
面
で
の
支
援
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
姿

に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
被
災
者
で

あ
る
私
た
ち
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
輪
が
広
が
り
、
町
に
「
助

け
合
い
」
の
精
神
が
よ
り
一
層

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
共
に
苦
し
み
を
乗
り
越
え

て
き
た
家
族
や
友
人
、
町
内
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
先
生
方
と
の

「
絆
」
が
私
た
ち
の
大
切
な
大

切
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
」
を
生
き
て
い

く
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
震
災
前
の
新
地
町
の
美
し

さ
を
取
り
戻
す
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
美
し
い
も
の
に
復
興
さ

せ
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た

ち
が
受
け
て
き
た
恩
恵
を
、
今

度
は
私
た
ち
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
が
新
地
町
に
恩
返
し
す
る

番
な
の
で
す
。

　

新
地
は
と
て
も
小
さ
い
町
で

す
が
、
必
ず
復
興
す
る
力
が
あ

る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
東
に
広
が
る
太
平
洋
は
、

こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も
新
地

町
の
象
徴
と
し
て
私
た
ち
の
力

で
守
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

「
釣
師
の
浜
の　

潮
の
香
に　

大
海
原
の　

果
て
知
ら
ぬ　

学

び
修
む
る　

道
遠
く　

希
望
の

翼　

響
か
せ
て　

越
え
な
ん
山

を　

渡
ら
ん
海
を　

光
を
久
遠

に　

臨
み
つ
つ
」

（
尚
英
中
学
校
校
歌
）

優秀賞

「こころひとつに」
阿部　早也香 さん（尚英中学校３年）

新地町少年の主張大会
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基
本
的
な
考
え
方

　

本
町
は
、
地
震
と
津
波
に
よ

り
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
被
害

を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の
理

念
に
基
づ
き
、
高
台
移
転
、
職

住
分
離
、
多
重
防
御
に
よ
る
大

津
波
対
策
な
ど
、
被
災
教
訓
を

活
か
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

二
線
堤
に
よ
る
土
地
利
用

　

津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
海

岸
部
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
堤
防
整
備
に
、
防
潮
林
、

公
園
、
遊
水
池
、
道
路
な
ど
の

土
地
利
用
を
組
み
合
わ
せ
て
、

被
害
を
和
ら
げ
よ
う
と
い
う
二

線
堤
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。

　

復
興
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
と
お
り
二
線
堤
に
よ

る
土
地
利
用
を
基
本
と
し
ま

す
。

（
１
）
防
潮
堤
の
復
旧
と
二
線

堤
の
整
備
（
津
波
か
ら
の
多
重

防
御
の
考
え
方
）

①
本
町
沿
岸
部
で
は
仮
設
堤
防

の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

高
潮
等
か
ら
町
土
を
守
る
た
め

に
、
早
急
な
堤
防
の
本
復
旧
を

要
請
し
ま
す
。

②
大
規
模
な
津
波
に
よ
る
被
害

を
低
減
す
る
た
め
、
沿
岸
部
に

は
二
線
堤
を
整
備
す
る
。
二
線

堤
の
候
補
と
し
て
は
、
防
潮

林
、
防
災
緑
地
な
ど
の
整
備
の

ほ
か
、
県
道
相
馬
亘
理
線
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
な
ど
が
あ
る
。
道
路

又
は
鉄
道
に
よ
る
二
線
堤
の
位

置
は
、
現
在
の
常
磐
線
の
位
置

と
し
ま
す
。

③
二
線
堤
よ
り
海
岸
側
に
お
い

て
は
、
自
然
的
土
地
利
用
を
基

本
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
釣
師

浜
漁
港
後
背
地
で
は
漁
業
・
産

業
関
連
施
設
。
釣
師
浜
海
水
浴

場
後
背
地
で
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
等
の
民
間
復
興
活

動
の
円
滑
な
誘
導
・
促
進
の
た

め
の
土
地
利
用
も
検
討
す
る
。

④
埒
浜
沿
岸
部
な
ど
都
市
的
利

用
が
困
難
な
土
地
に
つ
い
て

は
、
自
然
と
の
共
生
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
目

標
に
応
じ
た
利
用
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

（
２
）
住
宅
は
二
線
堤
よ
り
山

側
か
高
台
で
再
生 

①
住
宅
地
は
、
二
線
堤
よ
り
山

側
の
大
規
模
な
津
波
被
害
を
受

け
に
く
い
場
所
で
再
生
す
る
。

②
大
戸
浜
等
漁
業
関
係
者
が
多

い
集
落
は
、
高
台
で
住
宅
を
再

建
す
る
こ
と
と
し
、
漁
港
と
の

連
携
に
配
慮
し
た
整
備
を
行

う
。

利
便
性
の
確
保 

（
１
）
被
災
し
た
集
落
は
、
で

き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
て
移
転
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
、
交

通
、
公
共
施
設
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
生
活
利
便
性
が
確
保

で
き
る
既
存
の
市
街
地
に
近
い

場
所
で
再
生
を
図
る
。

【堤防と二線堤の考え方】

　

第
２
回
復
興
計
画
策
定
委
員
会
が
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
で
は
、
被
災
集
落
の
再
生
と
土
地
利
用
に
つ
い

て
案
を
提
示
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
被
災
集
落
の
再
生
と
土
地
利
用
（
案
）」
の
概

要
と
、
委
員
会
で
の
主
な
意
見
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回
復
興
計
画
策
定
委
員
会

被
災
集
落
の
再
生
に
つ
い
て
意
見
交
換

土
地
利
用
の
基
本
方
針

海岸防潮堤

二線堤

標高 10m 以上高台

既存道路

既存市街地・集落

主な被災集落

浸水区域

A　　　　　　　　A'

福田
埓浜

中島

新地
釣師

小川 大戸浜

今泉
駒ヶ嶺

国道 6 号

バイパス
国道 113 号

新地 IC 計画

高台

国
道
６
号

常
磐
線

常
磐
道
計
画

【A ー A' 断面】

国道６号
10m 以上の区域で

住宅再建

安全な場所で

JR 常磐線再建 二線堤の整備

丘陵状堤防、公園、

防潮林等
防潮堤



浸水被害が甚大な地区
　埒浜、釣師及び大戸浜地区は、５ｍ以上の浸水を受けほぼすべ

ての住宅が津波で流出したことから、被災者の意向を踏まえ集落

でまとまって移転することを前提に、集落の再生を検討していく。

公営住宅についても小学校区内を基本として整備していく。

　集落再生場所の検討にあたっては、次の点に留意する。

①原則として二線堤の山側か高台で、大規模な津波被害を受けに

　くい場所であること

②従来の小学校区内などコミュニティの維持が可能なこと

③既存の市街地に近く、便利であること

④町有地の活用を図ること

利用可能な宅地がある地区
　作田、中島、小川及び今泉地区は、多くの住宅が津波で流され

たが、集落内に利用可能な土地があることから、現集落内又は近

接地での再建を検討していく。

（
２
）
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
区
内
を
基
本
と
し
て
整

備し
て
い
く
。

（
３
）
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
大
規

模
な
津
波
被
害
を
受
け
に
く
い

場
所
で
、
駅
と
市
街
地
整
備
と

を
連
携
さ
せ
る
方
向
で
整
備
す

る
。

建
築
制
限
に
よ
る
職
住
分
離

（
１
）
津
波
に
よ
り
家
屋
が
完

全
に
流
出
す
る
な
ど
危
険
の
著

し
い
区
域
に
つ
い
て
は
、
災
害

危
険
区
域
の
指
定
を
行
い
、
居

住
用
の
建
物
の
建
築
制
限
を
行

う
も
の
と
す
る
。

　

建
築
制
限
は
居
住
用
の
建
物

に
限
り
、
水
産
関
係
の
工
場
な

ど
産
業
施
設
の
建
設
は
制
限
せ

ず
、
職
住
分
離
に
よ
る
大
規
模

な
津
波
被
害
を
受
け
に
く
い
土

地
利
用
を
促
す
。

な
お
、
具
体
的
な
区
域
設
定
に

つ
い
て
は
、
条
例
制
定
後
、
地

元
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
調
整
し
、
町
長
が
告
示
す
る

も
の
と
す
る
。

（
２
）
旧
宅
地
等
の
買
い
取
り

に
つ
い
て
は
、
防
災
上
の
見
地

か
ら
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
防
災
集

団
移
転
に
つ
い
て
被
災
住
民
の

合
意
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
も
の
と
す
る
。

農
地
の
復
旧

　

堆
積
土
砂
の
少
な
い
と
こ
ろ

か
ら
順
次
、
災
害
復
旧
事
業
に

よ
り
除
塩
、
ヘ
ド
ロ
の
除
去
、

用
排
水
路
の
整
備
を
し
農
地
の

復
旧
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

復
興
委
員
会
の
資
料
や
会
議

録
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

復
興
対
策
室（

☎
�
２
１
１
２
）

【
策
定
員
の
主
な
意
見
】

▼
津
波
の
教
訓
は
逃
げ
る
こ

と
。
二
線
堤
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
避
難
路
と
し
て
東
西
方
向

の
道
路
も
き
ち
ん
と
整
備
し
て

ほ
し
い
。
▼
住
宅
を
流
さ
れ
た

人
は
、
元
の
土
地
を
買
い
上
げ

て
も
ら
わ
な
い
と
再
建
は
難
し

い
だ
ろ
う
。
▼
駅
が
ど
こ
に
な

る
か
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
。
人

口
密
度
が
高
い
と
こ
ろ
を
通
る

よ
う
に
す
べ
き
。
雨
風
の
影
響

で
す
ぐ
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
な

工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。
▼
津
波

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
に

つ
い
て
は
、
丘
陵
地
帯
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
土
地
利
用
を

メ
イ
ン
に
置
い
た
方
が
良
い
だ

ろ
う
。
▼
農
業
の
再
建
に
つ
い

て
は
、
農
業
の
法
人
化
と
そ
れ

に
伴
う
加
工
場
の
建
設
・
雇
用

の
創
出
が
大
事
だ
ろ
う
。
▼
海

抜
の
低
い
場
所
を
が
れ
き
で
埋

め
立
て
て
は
ど
う
か
。
処
分
す

る
コ
ス
ト
も
変
わ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
▼
こ
う
い
う
と
き
こ
そ

近
所
で
話
し
合
っ
て
も
ら
う
と

よ
い
。
復
興
の
案
に
つ
い
て
、

町
中
で
議
論
し
て
も
ら
う
と
よ

い
。

被災集落再生の考え方（案）
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まちの話題

　明治 44 年生まれの東ヒサオさんが５月７

日、百歳の誕生日を迎えました。

　新地ホームで開かれた百歳賀寿贈呈式では、

加藤町長が東さんに町賀寿祝状と特別敬老祝

金を手渡しました。

　殿様キングスのボーカルとしても有名な宮

路オサムさんらによる歌のステージ『宮路オ

サムショー』が７月 31 日、新地町総合体育館

で開催され、宮路さんをはじめとする出演者

のみなさんの歌が、来場者を和ませました。

　新地町地区の『あたごふれあい会』では、

活動の一環として町内を舞台にした昔話集『新

地の昔話』を会員同士で読みあう活動を行っ

ています。文字を声に出して読むことで、脳

の活性化につなげたいと取り組んでいます。

百歳の誕生日を迎える
東  ヒサオさん

歌の世界　楽しいひととき
宮路オサムショー

あたごふれあい会昔話で　いきいき交流

広報しんち　H23.9.5(12)



SHINCHI TOWN NEWS

関東地区空手道選手権で優勝
　草刈瑞樹くん（中里）が７月 17 日、東京都

で開催された第 49 回関東地区空手道選手権大

会組手競技で優勝しました。

　草刈くんは、秀光中学校（宮城県）の３年生。

　強豪ひしめく

大会での優勝と

いう素晴らしい

成績をあげまし

た。
　民生児童委員として、多年にわたり社会福

祉の増進に貢献したことが称えられ、名取友

雄さん（新地町）が厚生労働大臣表彰を授賞

しました。名取さんは、新地町の民生児童委

員として 21 年間、町の社会福祉に貢献し、平

成 16 年から６年間にわたり、町民生児童委員

会長をつとめました。

　世界各地で活躍するピアニストのパノス・

カランさんによるコンサートが８月 29 日、尚

英中学校で開かれました。ギリシャ出身のパ

ノスさんは「日本語が話せないので、今日は

通訳が必要ですが、世界共通の音楽でみんな

に希望を与えられたら」と話しました。

　東京都を中心に活躍する劇団銅鑼のみなさ

んが８月 23 日、駒ヶ嶺保育所で人形劇や紙芝

居を披露。保育所や駒ヶ嶺児童クラブの子ど

もたちが、人形劇を楽しみました。

（P19 に子どもたちの写真を掲載しています）

草刈  瑞樹くん

民生児童委員として表彰
名取  友雄さん

人形劇で　子どもたちも笑顔に
劇団銅鑼

音楽は　世界共通
パノス・カランさん　ピアノコンサート
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講師謝礼の一部を負担します

生涯学習応援事業 「移動教室」

　町では、町民のみなさんが自主的に事業や講座

を行う際に、講師謝礼の一部を負担します。生涯

学習の普及啓発を図っています。このことにより、

生涯学習の普及啓発を図っています。

対象
町内に在住・在勤している１０名以上で構成され

たサークル・団体

申込期間    

９月１日から平成２４年３月１２日

要件　　

次の条件をすべて満たしているサークル・団体

①社会教育活動を目的としていること

②自主的な生涯学習活動に意欲があること

③政治団体・宗教団体でないこと

④町の補助金・助成金を受けていないこと

補助金（講師料）　　

町予算の範囲内での一部負担

申込方法　　

　補助を希望するサークル・団体は、講座等を実

施する 20 日前までに、新地公民館にある申込書

に必要事項を記入し提出してください。

その他　　

○支援は原則として各サークル・団体に対し１回

　のみとします。

○活動に係る諸経費（材料費等）は、主宰するサー

　クル・団体の負担となります。

◎問い合わせ　　

　生涯学習課（☎�２０８５）

　町では、震災等により利用を中止しておりまし

た農村環境改善センター及び勤労青少年ホームを

次のとおり再開します。

【農村環境改善センター】（一部再開）
再開箇所　視聴覚研修室、和室、調理室

開館時間　９時～ 21 時 　　　　　　　　 

利用方法　
新地公民館にお申し込みください。

◎申し込み・問い合わせ
　新地公民館（☎�２０８５）

【勤労青少年ホーム】
開館時間　９時～ 21 時 　　　　　　　　 

利用方法　

勤労青少年ホームにお申し込みください。

◎申し込み・問い合わせ
　勤労青少年ホーム（☎�３１０６）

農村環境改善センター

勤労青少年ホームの利用について

ロッテ、中日などで活躍した名選手

愛甲猛ベースボールスクール

９月 18 日㈰ 10 時～ 総合運動公園野球場　

　元プロ野球選手の愛甲猛さんによる野球教室が

９月 18 日に開催されます。町内の少年野球チー

ム新地ファイターズ、駒ヶ嶺バッファローズほか、

町外からも少年野球チームが多数参加予定です。

一般の方も見学できます。プロ野球で活躍したス

ター選手の技をぜひご覧ください。

　　　　　　　　主催　

　　　　　　　　　　新地町スポーツ少年団保護者会

　　　　　　　　　　市町村対抗野球新地町チーム

　　　　　　　　　　（株）Bond Japan
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学習メニュー 担当課
新地町の組織と行政の仕事

新地町の財政について

地域防災

（災害に強いまちづくり）

総務課

現在の選挙制度 選挙管理委員会
統計から見た新地町

まちづくり（総合計画・復興

計画構想）について

企画振興課

町税のしくみ 税務課
新地町の環境行政（ゴミの状

況・ゴミの出し方など）
町民課

しんちの子育て

乳幼児の子育てのポイント

幼児レクリエーション

（幼児と遊ぶポイント）

保育所

介護保険制度について

新地町の福祉サービス

国民年金制度の概要

国民健康保険制度の概要

後期高齢者医療の概要

健康福祉課

健康講座

（生活習慣病予防など）
保健センター

学習メニュー 担当課
しんちの農林水産業

しんちの農村整備

戸別所得補償制度について

農林水産課

しんちの道路・河川 建設課
新地町の都市計画

下水道アラカルト
都市計画課

議会のしくみ 議会事務局
農地と法律

（農地転用・農地の売買・農業

者年金・耕作放棄地対策等）

農業委員会

新地町の歴史と文化財

新地貝塚と三貫地貝塚
教育総務課

新地町の生涯学習について 生涯学習課
本の楽しみ方 図書館
応急手当・AED 取り扱い講習

普通救命講習（資格取得）

住宅防火

地震対策

相馬広域消防

新地分署

被災者支援

「生活支援相談員の活動」
社会福祉協議会

「生活不活発病」について

～体を動かして「生活不活発

病」を予防しましょう～

地域包括

支援センター

　職員出前講座は、みなさんの聞きたい内容を学

習メニューから選んでいただき、町職員が講師と

なり、町が行っている仕事などについてお話しす

る事業です。

　今年度は 35 の学習メニューを準備しました。

お気軽にご活用ください。

利用対象・会場
　町民や町内に勤務・通学されている方 10 人以

上でお申し込みください。開催場所は、町内に限

ります。

申込方法　　

　原則として講座開催希望日の 20 日前までに、

町生涯学習課へお申し込みください。

　なお、担当課の業務や日程などの都合で、開催

日時など希望に添えない場合もありますのでご了

承ください。

◎申し込み・問い合わせ　　

　生涯学習課（☎�２０８５）

平成 23 年度   
新地町職員    

出前講座学習メニュー

生涯学習課からの

お知らせ
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暮らしの情報

i nformation

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
臨
時
職
員
募
集

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
・
人
員

・
一
般
事
務
職
員　

２
名
（
※

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
）

・
施
設
管
理
人　

２
名

・
調
理
師　

１
名
（
※
調
理
師

免
許
の
あ
る
方
）

・
調
理
補
助
員　

２
名

雇
用
期
間

10
月
１
日
～
３
月
31
日

選
考
方
法
　
書
類
審
査

申
込
方
法

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
９
月
15
日
㈭

◎
問
い
合
わ
せ

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
４
２
１
３
）

　 

平
成
23
年
度

　
自
衛
官
等
募
集
案
内

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次

の
と
お
り
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

受
付
期
限
　
９
月
30
日

※
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

は
９
月
８
日
ま
で

【
看
護
学
生
】

試
験
日　

10
月
22
日

応
募
資
格
　
高
卒
（
見
込
み
を

含
む
）。
24
歳
未
満
の
方

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

推
薦

試
験
日　

９
月
24
日
・
25
日

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を

含
む
）。
21
歳
未
満
の
方
（
高

等
学
校
長
の
推
薦
等
が
別
途
必

要
で
す
）

一
般

試
験
日　

11
月
５
日
・
６
日

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を

含
む
）。
21
歳
未
満
の
方

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

試
験
日　

10
月
29
日
・
30
日

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を

含
む
）。
21
歳
未
満
の
方

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

相
双
地
域
事
務
所

（
☎
㉓
４
７
１
２
）

敬老会
日時　９月 17 日㈯　９時～（８時から受付）

会場　新地町総合体育館

　お年寄りを敬い、長寿を祝う「平成 23 年度敬

老会」を９月 17 日㈯、新地町総合体育館で開催

します。招待者は 70 歳以上の方です。

　敬老会では、敬老祝い金・長寿杯・長寿夫婦杯

の贈呈、金婚夫婦表彰などが行われます。また、

保育所の子どもたちのお遊戯と、新地町出身の伏

見とみ子さんによる民謡や踊りなどのアトラク

ションがあります。どうぞお楽しみください。

◎問い合わせ　健康福祉課（☎�２９３１）

  

新
地
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

町
選
挙
管
理
員
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期
さ
れ

て
い
た
新
地
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
予
定
期
日
を
、
県
選

挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
、
左
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

告
示
日

　

平
成
23
年
10
月
25
日
㈫

投
票
日

　

平
成
23
年
10
月
30
日
㈰

◎
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会 　
（
☎
�
２
１
１
１
）　　
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町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 23 か所で放射線量の独自調査を行いま

した。８月 16 日、23 日、30 日の測定結果は次のとおり

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ Sv/h）

測定場所 地表面
測定値

16 日 23 日 30 日
１ 福田小学校 土 ０．２３ ０．２７ ０．２５
２ 福田保育所 土 ０．３５ ０．３８ ０．３７
３ 木崎公会堂 土 ０．４２ ０．４３ ０．４０
４ 北原工業団地 砂利 ０．３４ ０．２８ ０．２９
５ 鈴宇峠県境 砂利 ０．３８ ０．３７ ０．４４
６ 沢口ふれあい広場 芝 ０．４１ ０．４６ ０．４３
７ 狼沢集会所 土 ０．６１ ０．６８ ０．５２
８ 新地小学校 土 ０．２６ ０．２６ ０．２２
９ 尚英中学校 土 ０．３３ ０．３７ ０．３６
10 新地保育所 土 ０．３９ ０．３７ ０．３９
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 ０．３８ ０．３８ ０．４０
12 今泉農集排処理場 砂利 ０．１６ ０．１６ ０．１５
13 総合公園こどもの森 芝 ０．５１ ０．４５ ０．４６
14 新地浄化センター 芝 ０．３２ ０．３４ ０．３４
15 岡公会堂 舗装 ０．１７ ０．１８ ０．１６
16 杉目集会所 舗装 ０．１９ ０．２１ ０．２２
17 大戸緑地広場 舗装 ０．２５ ０．２７ ０．１９
18 新地町役場 舗装 ０．２０ ０．１８ ０．１８
19 菅谷公会堂 土 ０．３７ ０．３５ ０．３７
20 駒ヶ嶺小学校 土 ０．３５ ０．３６ ０．３４
21 駒ヶ嶺保育所 土 ０．４４ ０．４５ ０．４６
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 ０．２８ ０．２７ ０．２９
23 藤崎公会堂 砂利 ０．３０ ０．３０ ０．３３
※測定は毎週火曜日

　地上１ｍ（３保育所は　50㎝の高さ）

　
平
成
23
年
度
自
動
車
税

　
定
期
課
税
の
実
施

　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
延
期
し
て
い
た
平
成
23

年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
発
付
日

９
月
７
日
㈬

納
期
限

10
月
31
日
㈪

　

な
お
、
こ
の
間
に
車
検
有
効

期
間
が
満
了
す
る
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
の
納
税

証
明
書
（
平
成
23
年
10
月
30
日

ま
で
有
効
）
で
車
検
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

（
☎
㉖
１
１
２
７
）

　
被
災
自
動
車
の
永
久
抹
　

　
消
・
重
量
税
特
例
還
付

　
申
請
の
出
張
受
付

　

東
北
運
輸
局
で
は
、「
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た
は

使
用
不
能
と
な
っ
た
自
動
車
」

お
よ
び
「
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
半
径
20
㎞
圏
内
の
警

戒
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車

で
、
再
使
用
ま
た
は
譲
渡
す
る

意
思
の
な
い
自
動
車
」
の
永
久

抹
消
お
よ
び
自
動
車
重
量
税
の

特
例
還
付
申
請
の
出
張
受
付
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

日
時

９
月
21
日
㈬　

10
時
～
15
時

場
所

相
馬
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

【
登
録
自
動
車
】

☎
０
５
０‒

５
５
４
０‒

２
０
１
５

【
軽
自
動
車
】

☎
０
２
４‒

５
４
６‒

３
２
２
２

　

な
お
、
前
記
日
程
以
外
の
日

も
受
付
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
限

平
成
24
年
３
月
11
日
㈰

受
付
時
間

９
時
～
12
時
／
13
時
～
16
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
４‒

５
３
９‒

６
２
６
２

がんばろう東北！

「東北一斉法務なんでも相談所」
日時　９月 11 日㈰　10 時～ 16 時

場所　新地町役場１階会議室

相談員　法務局職員

主な相談内容  相続登記や土地建物の登記、戸籍関係など

◎問い合わせ
　福島地方法務局（☎０２４ー５３４ー１９８３）

無料法律相談所（９月）

日時　毎週火曜日　14 時～ 16 時

場所　新地町役場１階相談室

相談員　福島県弁護士会相馬支部所属弁護士

相談内容　被災者の生活に関する悩みや支援制度の紹介

◎問い合わせ　福島県弁護士会相馬支部（☎㊱４７８９）
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◎児童書
『オトタケ先生の３つの授業』　　　乙武　洋匡

『まんまるいけのおつきみ』　　かとう　まふみ

『ウォーリアーズ（１～６巻）』エリン　ハンター
『ぼくはアニマルトレーナー』　　  　　宮沢　厚
『学校あるなしクイズ』　　　　　  　夢現舎／編
『かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局』
　　　　　　　　　　　　　　　  　原　ゆたか
『いないいないばあっ！い～っぱいあそぼ！』
　　　　　　　　　　　　　　  　小学館／出版
『かあさんねずみのおくりもの』
　　　　　　　谷　真介／作　赤坂　三好／絵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝

臨時図書館
視聴覚室で図書・ＣＤ・ビデオの貸出を
行っています。
開館時間　　平　日：１０時～１８時
　　　　　　土・日：１０時～１７時

◎一般書
『レイジ』　　　　　　　　　　　　誉田　哲也

『四つ話のクローバー』　　　　　　水野　敬也

『明日のマーチ』　　　　　　　　　石田　衣良
『共鳴』　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一
『大人の流儀』　　　　　　　　　　伊集院　静
『なでしこ力』　　　　　　　　　佐々木　則夫
『左手一本のシュート』　　　　　　島沢　優子
『老いの才覚』　　　　　　　　　　曽野　綾子
『免疫力を高める！』　日経ヘルスプルミエ／編
『収納のいろは』　　　　　　　　　若井　修子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　音楽の才能は普通だが世渡
り上手なワタルと、才能に恵
まれるも孤独に苦しむ礼二。
ふたりが初めて組んだバンド
は成功を収めるが解散。以後
互いに意識しつつも歩み寄れ
ず…。音楽男子の青春小説。

新地町図書館
☎�５０３１

日 月 火 水 木 金 土
９月 ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 10 月

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
■は休館日

図書館カレンダー

　「この世界に存在する「たっ
た一つの成功法則」を教えて
もらえる」その噂を信じて会
長室の扉を開けた男が見たも
のは…。「深沢会長の秘密」
など４つの物語を収録。幸せ
になるための秘密を楽しく説
く。

　オトタケ先生は、生まれつ
き手と足がない、明るくて
ちょっとまけずぎらいの先生
です。今日も車いすに乗って
教室にやってきます。さて、
どんな授業をしてくれるので
しょうか。努力について考え
る「星に願いを」など。

　小高い丘のてっぺんのまん
まるいけの底深く、なまずの
ぽんたがおりました。かめの
おじいさんからお月見の話を
聞いたぽんたは興味しんし
ん。でも、池には不思議な言
い伝えがあって…。

◎ CD
『Ｃｈｅｃｋｍａｔｅ！』　　　　安室　奈美恵
『Ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　Ｗｏｒｌｄ』　　　　嵐
『ここにいたこと』　　　　　　　　ＡＫＢ４８
『ＹＯＵ』            　　　　　　　　　 　ＪＵＪＵ
『ＪＡＰＡＮＥＳＥ　ＳＩＮＧＥＲ』　平井　堅

《季節の行事展「敬老の日」》
９月１日㈭～９月 29 ㈭

　敬老の日におすすめする本の展示・貸出
　新地町長寿番付の展示
　メッセージカード作成コーナー
　カードに日頃の感謝の気持ちを書いて、おじ
いちゃん、おばあちゃんにプレゼントしてみま
せんか。

行  事  案  内



誕生おめでとう

（平成 23 年７月 21 日～８月 20 日）

　  （子ども）　　　　　（親）　   　　（地　区）

　　瞭
りょう

　 　佐々木良昌・裕美　小　川

　みりあ　 横山　誠・美希　　高　田

　圭
けい

　悟
ご

　 遠藤　学・由佳　　藤　崎

　結
ゆい

　人
と

　 加藤孝佳・智子　　新地町

　亞
あ

　亨
こ

　 早川幸寿・梢　　　　岡

　日
ひ

　和
より

　 荒裕太郎・奈津子　明　地

　瑠
る み か

美夏　 星浩一郎・幸恵　　藤　崎
掲載を希望しない方は届出のときにお申し出ください。

遠藤　麻衣さん・玲
れ な

奈ちゃん（明地）
３月６日に誕生した玲奈ちゃん。震災のあった３月 11

日は、お母さんと退院する日でした。帰宅途中の岩ノ

子（相馬市）で津波から避難。その時も泣かずにいて

くれたという玲奈ちゃん。

ご冥福をお祈りします
（平成 23 年７月 21 日～８月 20 日）

   （名前）    （年齢）（地区）　 　  （名前）    （年齢）（地区）

八巻ヨシノ  94 歳  高田　　早川　照男  82 歳  岡

宇佐美つや子 61 歳小川   　伊藤ナカヨ  84 歳 釣師

寺島　邦男  67 歳  小川　　大堀　洋子  79 歳 中島

荒　　茂一  66 歳  釣師  　加藤ゆき江 91 歳下真弓

加藤　ヨシ  86 歳  杉目　　荒　まつよ  85 歳 埒浜

山田トヨ子  85 歳  小川　　佐藤サツキ  91 歳 小川

掲載を希望しない方は届出のときにお申し出ください。

Good Smiles
ー  輝く笑顔は  未来の希望  ー

駒ヶ嶺保育所で行われた『劇団銅鑼』の

みなさんによる人形劇公演の様子。

人　口／８，１８４人（＋１１）

　　男／４，０３９人（＋１０）

　　女／４，１４５人（＋　１）

世帯数／２，５９７世帯（＋１）
８月１日現在（　）は前月比

人の動き

（住民基本台帳）

結核予防週間

９月 24 日㈯ ～ 30 日㈮
「体がだるい」「咳が治らない」

それって結核かも・・・
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　尚英中学校男子バレーボール部が８月 17 日、大阪府で

開催された第 41 回全日本中学バレーボール選手権大会に

出場しました。

　尚英中は、８月８日から山形県で開催された東北大会で

準優勝し、東北代表として全国大会に出場。大会では、九

州代表の三筑中学校（福岡県）に勝利。続く西京極中学校（京

都府）に敗れましたが、はつらつとしたプレーで、会場を

わかせました。

　キャプテンの佐々木将至くん（３年）は「みんな元気が

あり、仲の良いチームでした。大会では、もっと上位を目

指していたので、個人的には残念な結果でした。後輩の１、

２年生は、県内でも上位を狙える力があるので、練習を積

んでがんばってほしい」と話しました。

1 2

43

765 8

9 10 11 12

キャプテン

佐々木　将至（３年） 田村　歩夢（３年）

橋浦　司（３年） 坂上　裕亮（３年）

阿部　優太（３年） 遠藤　颯太（２年） 佐藤　宏樹（２年） 松本　塁（２年）

小野　拓夢（２年） 寺島　正樹（２年） 松本　駿（１年） 高田　優輝（１年）

こころひとつに挑んだ全国大会

尚英中男子バレーボール部

東北代表として

全国大会で勝利
Shoei Volleyball team
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